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日時：2010年10月15日（金）13時30分〜18時

会場：東京ウィメンズプラザ
東京都渋谷区神宮前5-53-67

今、水ビジネスが大きな関心を集めています。地

域の水循環の一部を担い、社会資本である水道事業

においても、市場メカニズムと公共制度をどのよう

に組み合わせれば利用者の公平と循環が両立される

のかが、解かれぬ問題として立ち現れています。　　

共有的な資源であり、「みんなのもの」であるは

ずの水。しかし現実には、水事業を持続的に運営す

るために、誰がどのように費用を負担し、どのよう

な利用権が与えられればよいのでしょうか。

人口爆発が続く世界にも、人口減少が本格化する

日本にも、「公平と循環を両立できる水事業」を可

能とする水文化の構築が求められています。

本フォーラムでは、さまざま水文化の視点から

「公平と循環を両立できる水事業」について討議し

ます。

問題提起

健全な地下水循環への取り組み 熊本県の事例から

小嶋 一誠 前熊本県環境生活部水環境課課長

日本と世界の水ビジネス 現状と将来

中村吉明 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）研究開発推進部長

途上国の水道事情 開発援助の現場から

橋本和司 八千代エンジニアリング株式会社国際事業本部顧問

水資源は誰のモノ？ 水法の観点から

創価大学法学部教授

討 論

公平と循環を両立する水事業と水文化とは
コーディネーター：沖大幹 東京大学生産技術研究所教授

登壇者：小嶋一誠、中村吉明、橋本和司、

なお、プログラムは予告なく変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。
本フォーラムへの参加申込は、2010年9月1日(水)より、
ホームページ（http://www.mizu.gr.jp）にて受付を開始します。

※ 氏名五十音順、敬称略

ミツカン水の文化交流フォーラム2010 開催のお知らせ

水は誰のモノ？
公平と循環を両立するために

写真は昨年開催された、ミツカン水の文化交流フォーラム2009。
於：東京ウィメンズプラザ。

水探検ワークブック
『大切な水を探検』

ーもしも蛇口が止まったら？ー

当センターが作成した水のワークブック
（小学生向け）です。詳細は事務局までお
問い合わせください。

夏休み、子供たちと一緒に
ご活用ください
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化

第35号

ホームページアドレス
http: //www.mizu.gr.jp/

※ 禁無断転載複写

■水の文化36号予告

特集「愛知用水」（仮）

2011年、愛知用水は通水を開始して50年。

地元民の発案を世銀融資で実現し、

愛知県東部地域を戦後復興から高度成長期に移行

させたナショナルプロジェクトでした。

次号では愛知用水事業を題材に、

高度成長期の流域開発とは何だったのかについて

考えます。

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水とのかかわり」に焦点
を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。
ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域に根差し
た調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、
事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化 バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

編
集
後
記

◆
今
回
よ
り
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
！
　
今
は
皆
さ
ん
の
議
論
を

聞
く
の
み
。
ア
ク
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ
て
何
？
　
と
思
い
な
が
ら
も
言
葉
の

響
き
の
心
地
よ
さ
に
幼
き
こ
ろ
、
尾
張
の
田
舎
の
川
で
遊
ん
で
い
た
風
景

を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
（
現
実
逃
避
か
…
）。（
宮
）

◆
高
速
で
の
移
動
手
段
が
な
い
時
代
、
目
的
地
ま
で
の
道
中
そ
の
も
の
が

旅
で
あ
り
、
楽
し
み
で
あ
っ
た
は
ず
。
時
間
を
か
け
て
そ
の
土
地
の
風
土

や
風
景
、
風
味
に
触
れ
、
そ
の
土
地
の
価
値
を
実
感
す
る
。
道
中
を
楽
し

む
暇
が
な
い
現
代
に
お
い
て
、
水
の
流
れ
は
緩
や
か
で
あ
り
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
相
応
し
い
素
材
と
思
う
が
…
。（
新
）

◆

都
会
っ
子
の
私
。
正
直
、
水
資
源
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。
今
回
水
源
地
を
訪
れ
、
そ
こ
で
暮
ら
す
方
々
と
交
流
し
て
か

ら
、
端
切
れ
で
拭
い
て
か
ら
食
器
を
洗
う
よ
う
に
。「
相
手
の
顔
を
知
る
」

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
実
感
し
た
取
材
だ
っ
た
。（
松
）

◆
高
校
の
修
学
旅
行
以
来
二
度
目
の
阿
蘇
。
熊
本
城
と
草
千
里
の
記
憶
だ

け
が
残
る
。
熊
本
が
こ
れ
ほ
ど
豊
か
な
水
文
化
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
説

明
は
聞
い
た
記
憶
が
な
い
。
日
本
の
歴
史
観
光
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
水

文
化
に
触
れ
る
旅
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。（
ゆ
）

◆
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
…
。
今
度
は
ア
ク
ア
ツ
ー
リ

ズ
ム
か
？
　
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
水
循
環
の
も
た
ら
す
経
済

的
・
社
会
的
な
波
及
効
果
は
「
移
動
者
の
世
界
」
に
対
し
て
も
予
想
以
上

に
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
熊
本
の
ケ
ー
ス
を
読
ん
で
実
感
し
た
。（
中
）

◆
水
は
、
時
に
は
命
を
育
み
、
時
に
は
命
を
脅
か
す
。
そ
ん
な
水
が
媒
介

に
な
っ
て
つ
な
が
っ
た
人
々
が
暮
ら
す
地
域
に
は
、
命
の
鼓
動
が
聞
こ
え

る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
。
ア
ク
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
こ

う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
」
な
の
か
も

し
れ
な
い
。（
緒
）

◆
ま
た
訪
れ
た
い
と
い
う
場
所
は
よ
く
あ
る
が
、
住
み
た
い
と
思
わ
せ
る

と
こ
ろ
は
な
か
な
か
な
い
。
熊
本
は
そ
ん
な
魅
力
を
持
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
も
と
も
と
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
備
わ
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
磨

き
上
げ
た
人
の
手
が
生
み
出
し
た
魅
力
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
力
）

◆
日
本
全
国
（
た
ま
に
海
外
も
）、
取
材
先
は
水
に
か
か
わ
り
の
あ
る
と

こ
ろ
ば
か
り
。
編
集
部
の
仕
事
は
、
ま
さ
に
ア
ク
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
積
み

重
ね
だ
。
各
地
で
出
会
う
人
た
ち
の
層
の
厚
さ
に
、
日
本
も
ま
だ
捨
て
た

も
ん
じ
ゃ
な
い
、
と
希
望
が
湧
い
て
く
る
。（
賀
）
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